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建設工事始まる道の駅にちなん｢日野川の郷｣ 建設工事始まる道の駅にちなん｢日野川の郷｣ 建設工事始まる道の駅にちなん｢日野川の郷｣
9月定例会
９月８日～９月30日（23日間）９月８日～９月30日（23日間）

9月定例会
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　日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
30
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
初
日
に
行
わ
れ
た
一
般

質
問
に
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
、
補
正
予
算
、
平
成
26
年
度
決
算
認
定
な
ど
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
成
立
し

ま
し
た
。

　決
算
審
査
の
状
況
に
つ
い
て
は
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
の
審
査
報
告
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総工費4億5千万円総工費4億5千万円

日
南
中
学
校
寄
宿
舎
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　７
，
８
３
０
万
円

　㈱
美
保
テ
ク
ノ
ス
（
米
子
市
）

改
修
に
よ
り
12
戸
の
住
宅
が
整
備

さ
れ
ま
す
。

　６
戸
が
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
お
た

め
し
住
宅
で
、
６
戸
が
高
齢
者
の

シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
住
宅
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

道の駅にちなんの工事は分離発注による指名競争入札が行わ

れ工事請負契約の締結が議決され来年3月末までの工期となっ

ています。

A・B棟が3億2,700万円　㈲松本組　(米子市)

C棟　　　　7,200万円　㈲大生建設(日南町)

D棟　　　　5,130万円　㈲日南住設(日南町)

12月完成予定の日南中学校寄宿舎改修工事

補正予算のおもなもの

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
施
行
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
条
例
よ
り
さ
ら

に
厳
格
な
保
護
措
置
を
講
じ
る
も

の
で
す
。

日
南
町
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
と
日
南
町
議
会

の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　年
金
制
度
の
一
元
化
を
図
る
た

め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
と
も

な
う
も
の
。

日
南
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
施
行
に
よ

る
発
行
手
数
料
な
ど
。

日
南
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
改
正

　医
療
費
助
成
の
対
象
者
の
年
齢

を
高
校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
る
。

日
南
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　国
の
空
き
家
対
策
の
特
別
措
置

法
の
施
行
の
趣
旨
に
も
と
づ
く
改

正
。

事　業　内　容 金額(千円)

一般管理事務

商工総務一般管理事務

電算管理運営事務

青年結婚、UIターン促進事業

公共交通確保対策事業

地域子育て支援事業

日南町ブランド化促進事業

旨い野菜の里づくり事業

道路維持管理、耕地災害復旧

生涯教育総合推進事業

ふるさと納税の申込み増加によるお礼の品や、防犯灯
のLED化設置事業の要望に対応する

日南町商工会が行う生山駅前のアーケード修理のため
に補助する

マイナンバー制度が10月から施行されることによる
電算環境の対策強化

改修する日南中学寄宿舎のおためし住宅・シーズンス
テイ住宅整備にともなう生活必需品をそろえる

公共交通施策の現状や課題の調査・分析を業務委託す
し、今後の基礎資料として生かす

イチイ荘の裏山に子どもの森事業でツリーハウス、展
望台設置工事をする

町内で新たに地域資源を活用した商品を開発する

印賀のトマトハウス団地整備のための補助

日南病院線の仮応急工事、8月13日の大雨による災害
復旧工事

日南町史編さん審議会の答申、建議により、体制の充
実を図る

3,778

2,079

7,516

5,726

4,500

6,394

4,000

6,485

6,300

1,589

説　　　　　明

A・B棟
3億2,700万円

C棟
7,200万円

D棟
5,130万円

議
決
し
た

　
　お
も
な
も
の
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日南町病院事業決算状況（平成27年3月31日現在）

総 収 益

総 費 用

純 利 益

収益的収支
（税抜き後）

12億6,553万4千円

13億1,430万2千円

△4,876万8千円

借金（企業債残高）

貯金（利益剰余金）

9億1,473万8千円

0円

町債
4億990万円

6.06％(△25.86)繰越金
6億8,188万4千円
10.08％(10.65)

諸収入
3億1,526万9千円
4.66％(24.82)

その他
2億5,680万2千円
3.80％(△2.84)

普通会計歳出普通会計歳入
17億743万円
25.25％(8.73)

県支出金
8億7,077万5千円
13.01％(△8.66)

国庫支出金
3億3,329万2千円
4.93％(30.33)

県支出金
8億4,255万9千円
12.46％(26.97)

地方譲与税等
1億2,545万4千円
1.86％(4.34)

町税
4億5,347万5千円
6.71％(3.72)

消防費
1億3,192万6千円
2.14％(△23.27)

教育費
3億7,425万3千円
6.06％(△30.83)

災害復旧費
8,821万円
1.43％(58.38)

総務費
10億1,382万円
16.41％(12.75)

民生費
10億9,923万7千円
17.79％(△5.85)

衛生費
8億8,173万7千円
14.27％(12.79)

農林水産業費
12億1,489万3千円
19.66％(16.03)

商工費
2,505万4千円
0.41％(△217.87)

土木費
4億6,097万1千円
7.46％(18.28)

公債費
8億1,381万2千円
13.17％(△3.97)

労働費
0円

議会費
7,420万7千円
1.20％(4.23)
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67億6,159万1千円

7億5,827万1千円

2億7,473万1千円

2億1,094万9千円

10億6,580万6千円

2億1,002万9千円

9,484万8千円

93億7,622万5千円

61億7,812万0千円

7億4,530万8千円

2億6,693万6千円

2億  946万3千円

10億2,863万5千円

2億1,002万9千円

9,444万6千円

87億3,293万7千円

5億8,347万1千円

1,296万3千円

779万5千円

148万6千円

3,717万1千円

0円

40万2千円

6億4,328万8千円

決 算

収入済額 支出済額
会 計 名 差引残額

普 　 通 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

合　　　 計

各会計の決算状況

平成26
年度 議案を可決決算認定議案を可決決算認定議案を可決決算認定
９月定例会に提案された、平成26年度の普通会計などの決算認定議案は、各会計ごとに賛否が分かれましたが、全議案が認定可決されました。(12ページ参照)

一般会計決算認定の討論

反対　久代安敏議員
　消費税が引き上げられたが、日南町独

自に公共料金を引き下げたことは評価で

きる。しかし米価の大暴落や経営安定対

策の半減など農家への打撃も大きかった。

町民のくらしが大変ななかで新たに2億円

の基金を積み増しすることを止めて福祉

や国保引下げに回すべきだ。

賛成　惠比奈礼子議員
　将来への投資として石見小水力発電所

や中心地整備事業設計に着手する一方、

消費税増税分の公共料金の引き下げをは

じめとして広く町民福祉の向上のために、

予算にもとづき的確に執行されている。

自
主

財
源

依
存

財
源

53億

7,236万円 80.24％(△0.
67) 

地方交付税
33億4,295万6千円

49.45％(△2.79)

歳出総額
61億7,812万円
100％(4.18)

歳入総額
67億6,159万1千円

100％(2.42)

－4－－5－



－6－

１
．
未
収
金
の
増
加
に
つ
い
て

　町
税
で
み
る
と
総
額
１
６
，

７
５
７
千
円
で
、
不
納
欠
損
額

１
５
９
千
円
を
除
い
て
も
町
民

税
２
５
９
千
円
、
固
定
資
産
税

１
，
５
６
６
千
円
、
軽
自
動
車

税
１
９
６
千
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
町
税
全
体
で
は
２
，
０
２

１
千
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　町
税
の
中
で
は
、
と
り
わ
け

ウ
エ
ー
ト
の
高
い
固
定
資
産
税

の
滞
納
が
目
立
っ
て
い
る
。
内

容
を
分
析
し
て
み
る
と
高
齢
者
、

失
業
者
、
共
有
者
分
が
増
え
て

お
り
、
年
々
徴
収
率
も
下
が
っ

て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
将
来
も

増
え
る
と
思
わ
れ
る
の
で
検
討

を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

　一
般
会
計
に
次
い
で
多
い
の

が
国
民
健
康
保
健
会
計
の
国
民

健
康
保
険
税
で
あ
り
、
総
額
で

１
１
，
３
２
１
千
円
で
あ
る
。

不
納
欠
損
額
１
，
７
９
０
千
円

を
除
く
と
前
年
度
よ
り
８
２
０

千
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　簡
易
水
道
事
業
会
計
に
お
い

て
は
、水
道
料
が
２
，４
７
７
千

円
あ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

４
４
２
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　日
南
病
院
事
業
会
計
に
お
い

て
は
、
患
者
負
担
未
収
金
が
７
，

８
６
０
千
円
あ
り
、
前
年
度
に

比
較
し
て
２
１
０
千
円
の
増
と

な
っ
て
い
る
。

　以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
て
、
町
で
は
未
収
金
取
組
み

会
議
（
４
回
）
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
週
１
回
の
割
合
で
滞

納
整
理
に
努
め
て
い
る
が
、
徴

収
の
実
績
は
努
力
し
た
割
に
は

少
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
ま

た
、
未
収
金
回
収
研
修
会
へ
の

参
加
、
水
道
料
滞
納
者
に
対
す

る
給
水
停
止
措
置
の
準
備
等
未

収
金
回
収
へ
の
積
極
的
取
り
組

み
は
高
く
評
価
で
き
る
。

２
．
公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

　「
財
産
に
関
す
る
調
書
」
に

も
あ
る
よ
う
に
、
町
に
は
数
多

く
の
土
地
、
建
物
、
山
林
、
原

決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
意
見

　平
成
26
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
監
査
委
員
意
見
（
要
旨
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

代
表
監
査
委
員

　石 

川   

賢

監

　査

　委

　員

　近 

藤 

仁 

志

野
、
物
品
、
設
備
、
機
械
等
々

の
財
産
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
町

民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
が
、

学
校
統
合
や
施
設
の
老
朽
化
、

利
用
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
整

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

が
多
く
あ
る
。

　早
急
に
施
設
管
理
の
優
先
度

を
定
め
た
施
設
（
財
産
）
管
理

計
画
を
策
定
し
、
改
良
、
修
繕

あ
る
い
は
売
却
、
撤
去
、
廃
棄

な
ど
の
処
分
を
計
画
的
に
実
施

さ
れ
た
い
。

３
．
あ
か
ね
の
郷
の
修
繕
に
つ

　い
て

　あ
か
ね
の
郷
が
オ
ー
プ
ン
し

て
か
ら
今
年
で
10
年
に
な
る
。

指
定
管
理
者
で
あ
る
日
南
福
祉

会
が
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で

立
派
な
運
営
を
さ
れ
、
利
用
者

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
大
き
な

成
果
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　平
成
26
年
度
に
空
調
設
備
を

灯
油
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
か
ら
電

気
式
に
改
修
す
る
と
と
も
に
、

桧
製
の
浴
槽
か
ら
ポ
リ
浴
槽
に

改
修
が
行
わ
れ
、６
２
，９
２
０

千
円
の
改
修
費
が
支
払
わ
れ
た
。

　経
年
劣
化
と
い
え
ば
そ
う
か

も
し
れ
な
い
が
、
10
年
以
内
で

の
改
修
と
い
う
の
は
当
初
計
画

の
見
通
し
が
甘
か
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
素
朴
な
疑
問

を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

平成26年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

日南町の財政は黒字経営であり、借入金の返済も将来財政を圧迫する可能性は低いということになります。
また、簡易水道事業会計、農業集落排水事業会計は、黒字経営となっております。
しかし、日南病院事業会計において初めて赤字経営となりました。

比率の内容 26年度比率名

財政運営の悪化の度合い

借入金の返済額の大きさ（早期健全化基準は25.0％）

借入金残高が将来財政を圧迫する可能性の度合い

公営企業の経営状態の度合い

黒字

10.0％

△111.8％

資金不足なし

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

２６年度 前年比
不納

欠損額
▲ 2,021

町 民 税 ▲ 259
固 定 資 産 税 ▲ 1,566
軽 自 動 車 税 ▲ 196

▲ 203
▲ 84

▲ 115
▲ 1,505

▲ 442
▲ 322
▲ 199

▲ 38
▲ 181
▲ 210

▲ 1,896

（単位：千円）

介 護 保 険 料
介 護 サ ー ビ ス 自 己 負 担 金
（ 介 護 サ ー ビ ス ） 施 設 使 用 料
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

項　　　　　　目

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金

内
訳

国 民 健 康 保 険 税
水 道 料 金
下 水 道 料 金 ・ 分 担 金特

別
会
計

一
般
会
計

町 税

児 童 福 祉 費 負 担 金 （ 保 育 料 ）
道 路 使 用 料
住 宅 使 用 料
定 住 促 進 施 設 使 用 料
災 害 援 護 資 金 貸 付 金

総　　合　　　計

合　　　　　　　計
日 南 病 院 （ 患 者 負 担 金 ）

雑 入
合　　　　　　　計
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日南町の借金・貯金はどれだけある？

平成26年度末の日南町の借金は、76億4,336万円あります。

(一般会計、特別会計の合計額、ただし、病院事業会計は除く)

貯金（基金）は、54億7,597万円あります。町民１人あたり

で計算すると、借金は1,479,265円です。

町民１人あたりの貯金は1,059,797円となります。

（人口は平成27年３月31日現在5,167人）

単位：億円
借金 (地方債残高)
貯金 (基金)

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

　平
成
26
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

（
議
員
全
員
で
構
成
、
委
員
長
・
山
本
芳
昭
、
副
委
員
長
・
久
代
安
敏
）

　９
月
10
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
決
算
議
案
も
次
の
意

見
を
付
し
て
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

１
．
未
収
金
に
つ
い
て

　監
査
意
見
で
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
未
収
金
が
前
年
度
に

比
較
し
て
増
加
し
て
い
る
。
例

え
ば
町
営
住
宅
に
お
い
て
は
保

証
人
へ
請
求
す
る
な
ど
未
収
金

回
収
の
一
層
の
努
力
を
求
め
た

い
。　町

税
、
国
保
税
に
お
い
て
不

納
欠
損
処
理
を
さ
れ
た
。
安
易

な
不
納
欠
損
処
理
は
厳
に
慎
む

べ
き
で
は
あ
る
が
、
債
務
者
の

所
在
が
不
明
な
場
合
な
ど
、
回

収
の
見
込
み
の
な
い
者
に
つ
い

て
は
適
切
に
対
処
さ
れ
た
い
。

２
．
一
般
管
理
費

　日
野
高
校

　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
負
担
金

　に
つ
い
て

　日
野
高
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
負
担
金
と
し
て
６
３
５
，
０

０
０
円
を
支
出
し
て
い
る
が
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
や

あ
り
方
に
つ
い
て
十
分
検
討
さ

れ
て
い
な
い
。
町
と
し
て
も
日

野
高
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
積

極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

３
．
環
境
衛
生
費

　町
民
債
に

　つ
い
て

　平
成
24
年
度
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
町
民
の
関
心
を
高

め
る
た
め
町
民
債
５
，
０
０
０

万
円
を
発
行
さ
れ
た
。
26
年
度

当
初
予
算
で
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業
と
し
て
数

々
の
事
業
へ
の
助
成
を
計
画
し

て
い
た
が
、
決
算
で
は
新
石
見

小
水
力
発
電
所
改
良
工
事
へ
全

額
執
行
さ
れ
て
い
る
。
新
石
見

小
水
力
発
電
所
改
良
工
事
へ
充

当
す
る
の
で
あ
れ
ば
当
初
予
算

で
計
上
す
べ
き
で
あ
り
、
場
当

た
り
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

計
画
的
な
予
算
計
上
と
執
行
に

努
め
ら
れ
た
い
。

４
．
農
業
振
興
費

　小
規
模
零

　細
地
域
対
策
事
業
に
つ
い
て

　菅
ヶ
谷
ブ
ロ
イ
ラ
ー
団
地
に

つ
い
て
は
平
成
18
年
か
ら
４
回

に
わ
た
り
決
算
審
査
意
見
に
お

い
て
、
行
政
の
役
割
は
十
分
に

果
た
し
て
い
る
と
し
て
払
い
下

げ
る
よ
う
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

実
現
し
て
い
な
い
。
早
急
に
対

応
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
木
竹
共

同
加
工
施
設
に
つ
い
て
も
、
指

定
管
理
者
が
決
ま
ら
な
い
状
況

で
あ
り
、
処
分
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

５
．
日
南
病
院
に
つ
い
て

　町
立
病
院
と
し
て
31
年
間
連

続
黒
字
経
営
を
続
け
て
き
た
が
、

新
会
計
制
度
移
行
の
影
響
が
大

き
い
と
は
い
え
、
初
め
て
収
益

的
収
支
に
お
い
て
４
８
，
７
６

８
，
０
０
０
円
の
赤
字
と
な
っ

た
。
地
域
医
療
の
核
と
し
て
日

南
病
院
の
存
続
は
最
も
重
要
で

あ
る
。
今
後
診
療
科
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
充
実
等
検
討
さ
れ
健

全
経
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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発電を始めた新石見小水力発電所
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①
来
年
開
設
さ
れ
る
道
の
駅
を
全
国
初
の
「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ

　ロ
の
道
の
駅
」
と
位
置
づ
け
、
商
品
価
格
の
一
部
を
町
の

　森
林
整
備
に
回
す
「
寄
付
型
オ
フ
セ
ッ
ト
商
品
」
を
販
売

　さ
れ
ま
す
。

　道
の
駅
の
経
済
活
動
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
年
間
何
ト

　ン
と
算
定
さ
れ
て
い
る
か
。

②
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
３
０
０
ト
ン
は
金
額
と
し
て
幾
ら
に
な

　る
か
。

③
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ
の
道
の
駅
で
、
皆
さ
ん
が
御
寄
附
い
た
だ
い

　た
も
の
が
森
林
保
全
に
回
り
ま
す
が
、
２
４
０
万
円
の
オ

　フ
セ
ッ
ト
は
き
つ
い
の
で
は
な
い
か
。

①
道
の
駅
各
施
設
の
経
済
活
動
の
中
で
、
電
気
、
ガ
ス
、
燃

　料
油
か
ら
排
出
量
を
試
算
す
る
と
、
約
３
０
０
ト
ン
と
想

　定
し
て
い
る
。
若
干
、
付
け
加
え
る
と
、
全
て
の
商
品
を

　寄
付
型
オ
フ
セ
ッ
ト
商
品
と
し
、
商
品
価
格
に
１
円
上
乗

　せ
す
る
。
そ
の
レ
シ
ー
ト
に
趣
旨
を
説
明
。
ま
た
、
施
設

　内
各
所
に
環
境
貢
献
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
。
寄
付
し
て
い
た

　だ
い
た
資
金
は
、
日
南
町
の
森
林
保
全
活
動
、
生
態
系
保

　全
活
動
に
使
用
す
る
。

道の駅の経済活動で排出される

CO2量は何ｔか

問問

年間約300トン想定

J-VERを自己消費でCO2ゼロに

答答

②
ト
ン
当
た
り
単
価
を
、
現
在
８
，
０
０
０
円
程
度
で
今
試

　算
を
し
て
お
り
ま
す
。

③
消
費
者
か
ら
い
た
だ
く
環
境
貢
献
型
の
寄
附
金
は
、
日
南

　町
の
Ｊ

－

Ｖ
Ｅ
Ｒ
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
現
実
、

　道
の
駅
が
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
日

　南
町
が
持
っ
て
い
る
Ｊ

－

Ｖ
Ｅ
Ｒ
を
自
己
消
費
と
い
う
形

　で
充
て
て
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
ゼ
ロ
に
す
る
考
え
方
で
す
。

　異
常
気
象
に
よ
り
毎
年
の
よ
う
に
、
土
砂
災
害
や
河
川
の

氾
濫
の
報
道
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

　そ
こ
で
、
河
川
の
氾
濫
の
観
点
よ
り
、
「
日
南
町
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
丸
山
か
ら
霞
・
生
山
大
田
原
地
区
に
作

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
さ
れ
て
か
ら
、
現
時
点
ま

で
ハ
ー
ド
面
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
ら
れ
た
か
又
、
今
後

の
対
策
は
。

　平
成
24
年
度
に
、
当
該
地
域
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
配
布
し
て
い
る
。
警
報
発
令
の
際
に
は
県
の
情
報
を
確

認
し
な
が
ら
、
判
断
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、
日
野
川
の
河
川
管
理
者
で
あ
る

鳥
取
県
に
お
い
て
、
霞
大
橋
上
流
で
は
浸
水
区
域
の
解
消
に

向
け
て
丸
山
橋
の
架
替
工
事
と
権
現
橋
か
ら
霞
大
橋
ま
で
の

河
川
改
修
工
事
を
完
了
。
引
き
続
き
井
津
羽
堰
か
ら
権
現
堰

ま
で
の
河
川
改
修
事
業
を
実
施
中
。

　霞
大
橋
下
流
で
は
、
河
川
断
面
の
確
保
に
向
け
て
河
川
維

持
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
あ
さ
ひ
の
郷
付
近
で
河
床

掘
削
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

問問
「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
の
道
の
駅
」

問問
日
南
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

町政のここが聞きたい 一般質
問

一般質
問
答答と問問

答答

増
原
町
長

答答

町

　長

答答

農
林
課
長

大西　保議員
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町政のここが聞きたい

　日
南
町
の
将
来
像
、
方
向
性
を
示
す
言
葉
と
し
て
「
創
造

的
過
疎
」
を
唱
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

①
創
造
的
過
疎
の
目
指
す
日
南
町
の
姿
は
。

②
そ
の
実
現
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
。

③
課
題
克
服
の
た
め
の
方
策
と
そ
の
準
備
は
。

①
若
者
世
代
の
移
住
・
定
住
施
策
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
で

　町
を
支
え
る
世
代
の
増
加
を
は
か
り
、
持
続
可
能
な
人
口

　構
成
を
再
構
築
し
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
て
い
く

　こ
と
が
で
き
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
緩
や
か
な

　人
口
減
少
の
中
で
も
健
全
な
町
を
維
持
し
て
い
け
る
「
創

　造
的
過
疎
」
の
ま
ち
の
姿
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
し
ご
と
を
つ
く
り
、
ひ
と
を
呼
び

　込
み
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と

　を
重
要
課
題
の
柱
に
掲
げ
て
い
る
。

③
戦
略
に
沿
っ
た
具
体
的
な
施
策
を
組
み
立
て
、
実
施
し
な

　が
ら
、
数
値
目
標
に
対
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

　評
価
を
実
施
し
、
見
直
し
も
含
め
有
効
な
施
策
を
進
め
る

　と
と
も
に
、
進
捗
状
況
が
町
民
の
皆
様
に
見
え
る
よ
う
な

　形
で
進
め
て
い
く
。

町の戦略である

　「創造的過疎」とは何か

問問

ゆるやかな人口減少の中でも

持続可能で健全な町を

維持すること

答答

問問
創
造
的
過
疎
の
内
容
と
取
り
組
み

答答
増
原
町
長

近藤仁志議員

５年間で80人の雇用の創出を図る
－総合戦略の基本的方向－

地域の活力を生み出すため、農林業を充実発展させるとともに、地域資源を活用した新た
な産業と地域雇用の創出に努めます。

⑴　農林産物を中心に地域資源の価値を再発見しブランド化による６次産業の促進を図り
　　ます。

⑵　農林業を核とした新たなビジネスモデルを構築したい事業者に対する支援をします。

⑶　企業が媒体となり町の情報発信を行うことで、町を売り出す仕組みを構築します。

⑷　農業従事者を増やすことで農業就業人口を増加させます。

⑸　医療・福祉関係従事者の不足を解消していきます。
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町政のここが聞きたい

①
日
野
郡
３
町
の
町
長
部
局
と
教
育
委
員
会
、
学
校
現
場
、

　県
教
委
の
連
携
が
十
分
に
図
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

②
日
南
町
と
し
て
日
野
高
校
に
の
ぞ
む
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
。

③
先
の
議
会
行
政
調
査
で
、
隠
岐
の
海
士
町
に
あ
る
島
根
県

　立
隠
岐
島
前
高
校
の
「
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

　組
み
は
、
少
子
化
の
な
か
で
も
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る

　こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
そ
れ
は
、
中
学
生
や
父
母

　の
進
路
希
望
に
応
え
、
地
域
格
差
や
教
育
格
差
の
な
い
高

　校
に
変
革
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

　ど
う
か
。

①
３
町
に
お
い
て

　「
日
野
高
校
魅

　力
向
上
支
援
連

　絡
会
」
を
開
催

　し
、
日
野
高
校

　の
魅
力
向
上
の

　た
め
の
連
携
を

　図
る
組
織
、
体

　制
は
整
え
ら
れ

　て
い
る
。

②
町
と
し
て
は
、

　学
習
指
導
や
生

　徒
指
導
の
充
実
、

　進
路
保
障
の
徹

　底
、
地
域
の
特

　性
を
活
か
し
た

　教
育
等
に
よ
る

　日
野
高
校
の
魅

　力
化
と
活
性
化

日野高校を地域格差や

教育格差のない高校へ

問問

日野郡唯一の高校として生徒や

保護者のニーズに応えた改革が必要

答答

　を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

③
日
野
郡
唯
一
の
県
立
高
校
と
し
て
、
地
域
で
果
た
す
役
割

　や
責
務
、
ま
た
生
徒
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え

　た
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　安
倍
政
権
は
、
国
会
の
会
期
を
大
幅
に
延
長
し
て
、
衆
議

院
で
は
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
を
強
行
採
決
し
た
。
現
在

参
議
院
で
審
議
中
で
あ
る
が
、
こ
の
法
案
に
つ
い
て
審
議
の

経
過
も
含
め
て
あ
ら
た
め
て
町
長
の
見
解
を
問
う
。

　憲
法
の
あ
り
方
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
論
議
が
先
で
あ

る
と
の
見
解
は
、
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
。

①
日
南
町
総
合
戦
略
基
本
方
針
の
基
に
策
定
さ
れ
た
方
針
は
、

　す
で
に
事
業
化
さ
れ
て
い
る
事
項
が
大
半
で
あ
る
。

　先
ず
は
、
医
療
・
介
護
職
の
人
材
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で

　あ
る
と
考
え
る
が
。

②
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
妥
結
を
前
提
に
し
た
よ
う
な
農
業

　政
策
・
価
格
政
策
で
、
日
南
町
農
業
の
展
望
が
拓
け
る
と

　思
う
か
。

①
既
存
の
奨
学
金

　制
度
も
活
用
し
な
が
ら
、
医
療
・
福
祉

　の
有
資
格
者
等
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
、
移
住
・
定
住
施

　策
と
セ
ッ
ト
で
検
討
し
て
い
く
。

②
町
主
要
品
目
の
米
に
つ
い
て
は
、
良
食
味
を
前
面
に
出
し

　た
販
売
戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問問
日
野
高
校
の
あ
り
方

問問

答答

国
会
で
審
議
中
の

「
安
全
保
障
関
連
法
案
」(

戦
争
立
法)

問問
総
合
戦
略

増
原
町
長

答答
町

　長

答答
町

　長

久代安敏議員

日野高校に通学する生徒
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町政のここが聞きたい

①
農
家
の
高
齢
化
と
昨
年
の
米
価
暴
落
に
よ
り
、
米
作
り
が

　益
々
厳
し
い
状
況
化
に
あ
り
、
個
人
生
産
か
ら
法
人
生
産

　へ
と
国
の
政
策
も
あ
っ
て
少
し
ず
つ
移
行
し
て
い
ま
す
が
、

　米
の
低
価
格
で
農
業
法
人
も
大
変
厳
し
い
状
況
だ
。
次
第

　に
農
地
条
件
の
悪
い
場
所
は
作
っ
て
貰
え
な
く
な
る
心
配

　が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
条
件
の
悪
い
農
地
で
、
米
作
り

　は
無
理
で
も
、
米
に
代
わ
る
作
物
を
推
進
し
、
農
業
法
人

　等
に
作
っ
て
頂
け
る
対
策
が
必
要
と
感
じ
る
が
、
何
か
策

　を
取
ら
れ
て
い
る
の
か
。

②
昔
な
が
ら
の
手
法
農
家
が
多
い
、
日
南
町
は
ま
だ
ま
だ
、

　６
次
化
が
遅
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
法
人
化
す
る
農
業
は

　特
に
６
次
化
に
よ
り
、
年
間
を
通
し
て
安
定
し
た
収
入
が

　必
要
と
感
じ
る
。
現
在
、
日
南
町
で
は
ト
マ
ト
を
中
心
と

　し
た
６
次
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、米
・
そ
ば
・
野
菜
等

　の
６
次
化
も
広
げ
て
行
け
ば
、
農
業
所
得
の
向
上
と
農
業

　生
産
の
拡
大
が
図
れ
る
と
思
う
。
ま
た
、
美
味
し
い
水
と

　米
で
地
酒
づ
く
り
な
ど
も
、
検
討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

　か
。
町
と
し
て
の
６
次
産
業
に
対
す
る
方
向
性
は
、
ど
の

　様
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

③
規
格
外
野
菜
の
有
効
活
用
は
考
え
て
い
な
い
か
。

④
町
内
で
も
加
工
販
売
体
制
を
す
す
め
る
考
え
は
。

６次産業化の強化策は
問問

事業者と協力して取り組む
答答

①
法
人
経
営
で
米
に
加
え
た
複
合
経
営
が
必
要
、
野
菜
生
産

　を
推
進
し
て
い
く
。

②
農
産
物
の
加
工
、
６
次
化
、
商
品
化
は
必
要
と
考
え
、
事

　業
者
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
道
の
駅
で
「
わ
け
あ
り
品
」
販
売
と
か
専
門
的
な
加
工
に

　仕
向
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
考
え
て
い
る
。

④
事
業
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
６
次
加
工
で
付
加
価
値
を
付

　け
る
た
め
の
支
援
を
す
る
。
道
の
駅
に
加
工
実
習
室
を
設

　け
町
民
が
試
作
を
含
め
加
工
で
き
る
機
会
を
用
意
す
る
予

　定
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
法
人
と
６
次
産
業
化
推
進

問問

答答
農
林
課
長

答答
増
原
町
長

足羽　覚議員

トマトジュース加工所

野菜ソムリエサミットで星獲得のあまぴー
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山
本

　芳
昭

荒
木

　
　博

近
藤

　仁
志

大
西

　
　保

坪
倉

　勝
幸

藤
原

　泰
則

久
代

　安
敏

足
羽

　
　覚

惠
比
奈
礼
子

古
都

　勝
人

福
田

　
　稔

村
上

　正
広

賛成＝○　　反対＝×

9月議会審議結果と議員ごとの賛否内訳

条例の一部改正

日南町個人情報保護条例

日南町職員の再任用に関する条例

日南町議会の議員その他非常勤職員の公務災害補償等に関する条例

日南町手数料条例

日南町特別医療費助成条例

日南町空き家等の適正管理に関する条例

平成27年度　補正予算

一般会計（第3号）

国民健康保険特別会計（第１号）

簡易水道事業特別会計（第１号）

介護保険特別会計（第2号）

介護サービス事業特別会計（第2号）

再生可能エネルギー発電事業特別会計（第１号）

病院事業会計（第１号）

一般会計（第４号）

平成26年度　決算認定

一般会計

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

病院事業会計

その他の議案

工事請負契約の締結について（日南中学校寄宿舎改修工事）

工事請負契約の締結について（道の駅にちなんＡ・Ｂ棟新築工事）

工事請負契約の締結について（道の駅にちなんＣ棟新築工事）

工事請負契約の締結について（道の駅にちなんＤ棟新築工事）

工事請負契約の変更について（平成27年度日南町清掃センター修繕工事）

工事請負契約の変更について（日南町総合文化センター外壁等改修工事）

財産の取得について（あかねの郷介護浴槽等一式）

平成27年度鳥取県日野地区連携・共同協議会決算認定

請願・陳情

治安維持法犠牲者に国家賠償を求める請願書

人種差別を扇動するヘイトスピーチを禁止し処罰する法律の制定に関する陳情

発議

日南町議会基本条例の一部改正について

日南町議会会議規則の一部改正について

ヘイトスピーチの禁止等に関する法律の整備を求める意見書提出について

安全保障関連法の廃止を求める意見書提出について

議　　案　　名 結果

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定

継続審査

採択

可決

可決

可決 

否決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－



にちなん議会だより　平成27年10月発行　No.141

－13－

本会議件 名 提 出 者

人種差別を扇動するヘ
イトスピーチを禁止し
処罰する法律の制定に
関する陳情

在日本大韓民国民団
鳥取県地方本部
団長　薛　幸夫

人権は、もっとも尊重されるべき権利
であり、本陳情は妥当である。 採　択

提出のあった陳情は、９月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

陳情の審査結果

審 査 意 見

　近年、特定の国籍の外国人や人種、民族への差別を煽る差別的言動、いわゆるヘイトスピー

チが社会問題となっている。

　平成26年８月、国連人種差別撤廃委員会は日本政府に対し、ヘイトスピーチを監視対処す

るための措置が抗議の表現を奪う口実として使われるべきではないと述べつつも、ヘイトスピ

ーチ等から保護されるべき社会的弱者の権利を擁護する重要性を指摘している。それゆえ、差

別的な言動に対して適切な制裁措置をとるべきとの勧告をした。

　また、最高裁判所は平成26年12月、ヘイトスピーチを行った団体の発言を人種差別撤廃条

約で禁じられた人種差別に該当すると認定し、この行為の差し止めを命じた下級審判に対する

上告を棄却し、判決が確定した。

　このような国内外の情勢を踏まえ、国においては、表現の自由に配慮し、ヘイトスピーチの

定義を定めた上で必要な法の整備を行われるよう強く要望する。

９月定例議会で下記の意見書を採択し、
内閣総理大臣および関係大臣ほかに提出しました

ヘイトスピーチの禁止等に関する法律の整備を求める意見書

（要旨掲載）

議 会

あ

ら

か

る

と

あ

ら

か

る

と

請
願
・
陳
情
の
し
く
み

　請
願
と
陳
情
は
、
住
民
が
何
ら
か
の
公
的
な
要
望
が

あ
っ
た
と
き
自
治
体
に
そ
の
実
現
を
要
請
す
る
も
の
で
制

度
的
に
は
両
者
は
一
応
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
質
的

に
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
審
査
・
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　請
願
は
、
「
国
民
が
損
害
救
済
、
公
務
員
罷
免
、
法

律
・
命
令
・
規
則
の
制
定
改
廃
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て

平
穏
に
請
願
す
る
権
利
を
有
し
、
請
願
し
た
こ
と
に
よ
り

い
か
な
る
差
別
待
遇
も
受
け
な
い
」(

日
本
国
憲
法
第
16

条)

こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
の
を
大
前
提
に
、
地
方
自
治

法
第
１
２
４
条
で
請
願
は
議
員
の
紹
介
を
要
し
ま
す
が
陳

情
は
紹
介
議
員
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

①
請
願
・
陳
情
は
、
議
会
の
開
会
中
、
閉
会
中
を
問
わ
ず

　所
定
の
要
件
を
備
え
て
提
出
さ
れ
る
と
議
長
は
こ
れ
を

　受
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
議
長
が
受
理
し
た
後
、
審
査
は
慎
重
を
期
す
る
た
め
に

　議
長
の
職
権
に
よ
り
請
願
の
文
書
表
ま
た
は
請
願
の
写

　し
の
配
布
と
と
も
に
、
議
会
の
許
可
を
得
て
所
管
の
常

　任
委
員
会
ま
た
は
特
別
委
員
会
に
審
査
付
託
し
ま
す
。

③
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
を
「
採
択
す
べ
き
も
の
で
あ

　る｣

あ
る
い
は｢

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
に
区

　分
し
て
議
長
に
報
告
し
、
本
会
議
で
の
議
決
を
得
る
こ

　と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
審
査
が
終
了
し
な
い
場
合

　は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
引
き
続
き
閉
会
中
の
継
続
審

　査
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。



各常任委員会所管事務調査
総務教育常任委員会

担当課 調査事業 結果及び意見

福祉保健課
（８月28日）

介護予防日常生活支援総合事業の取組状
況について

介護職員確保の状況について

日南福祉会の運営状況について

日南病院
（８月28日）

病院事業の経営状況について

本町は、平成27年4月から総合事業への取組を開
始。移行後も「現行並みサービス」が認められて
いるので現行サービスの後退はない。

問い合わせが3件あり。9月末を1次募集の締め切り。

平成27年6月現在、職員数は182人で、昨年と比較
すると11人不足している。

平成27年３月末純損益は48,768千円の赤字ですが
旧会計制度では27,023千円の黒字となります。

農林課
（９月14日）

直売所向け野菜の生産体制について
８月20日　道の駅にちなん日野川の郷農林産物販
売施設出荷説明会を実施。

福祉保健課
（９月14日）

あかねの郷特殊浴槽更新事業について

オンラインバス3台・ストレッチャー３台・担架３
台・チェアインバス１台・搬送車３台を27年度予
算で発注。

看護師等人材確保の状況について 9月から看護職員1名採用。臨床検査技師1名不足。

担当課 調査事業 結果及び意見

教育委員会
（８月28日）

国際交流事業について

日南町史編纂について

清掃センターについて

請願・陳情審査

来年３月実施予定であるが参加する生徒の選抜を
慎重に行う事はもちろん、教員の異動の時期でも
あり円滑な実施を求めた。

本年度は「日南町史
編さん審議会」を設
置する。また日南町
史編さん刊行計画に
ついて報告を受け
た。

清掃センター使用延長の有無も含め、長期的な計
画に基づき補修工事をすべきである。

委員会に付託された請願１件、陳情１件の審査を
行った。

住民課
（８月28日）

（９月９日）

経済福祉常任委員会

あかねの郷特殊浴槽更新道の駅出荷説明会

日南町史編さん事務所
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中心地整備に関する調査特別委員会

議会基本問題調査特別委員会

調査内容（道の駅） 結果及び意見

設計内容について
施設の屋根は瓦とGL鋼板の長期的なコストを考慮して選定すべきで
ある。

経営責任と管理方法は
㈱MAサービス（米子市）である。28年度は業務委託、29年度以降
は指定管理とする予定との報告を受けた。

9月定例会で条例と規則の改正を行いました

鳥取県西部地区報酬審議会とは

■日南町議会基本条例の一部を改正し、「議員報酬の改定にあたっては、改訂案を定め、鳥取県西部地区特別職
報酬等審議会に諮問し、得られた答申を尊重しなければならない。」としました。議員報酬については、すでに3
月定例会で4月1日から鳥取県西部地区特別職報酬等審議会の答申どおりに改正しています。(下表参照)
■これまでの会議規則にはなかった議員の欠席届に、あらたに「議員が出産のため出席できないときは、日数を
定めて、あらかじめ議長に欠席届を提出することができる。」を追加しました。

　鳥取県西部町村会会長の諮問機関で、議会議員および町村長の報酬等の額について審議するための機関で、公

共団体等の代表者や住民の内から委員7人で組織され任期は3年です。

316,000円

235,000円

226,000円

226,000円

221,000円

304,000円

226,000円

218,000円

218,000円

212,000円

304,000円

226,000円

218,000円

218,000円

212,000円

308,000円

229,000円

220,000円

220,000円

215,000円

改正前の報酬改正後の報酬月額 日吉津村南部町職　名

議 長

副 議 長

常 任 委 員 長

議会運営委員長

議 員

西部の町村では、
日南町、日野町、
江府町、伯耆町、
大山町が同額。
南部町、日吉津村
は右欄

カーボンオフセット、J-VERについて

カーボンオフセットの道の駅とは日南町が持っている排出権を道の
駅で排出する二酸化炭素（CO2）を相殺（オフセット）する事。（自
家消費が認められている）。寄付型オフセットはレストランの商品
を含めて道の駅で購入する商品１品に１円の寄付をしてもらい町の
林業振興のために使用する。

今後の予定について
看板等は10月上旬。町道、上下水道は10月。公園・イベント広場、
舗装・街灯工事は10月下旬の発注予定。

出荷者説明会について
144名が参加。販売手数料、運営協議会の組織について報告を受けた。
「道の駅にちなん日野川の郷出荷者協議会」の設立集会を９月25日
に開催し、出荷者協議会が立ち上がる予定。

7月27日と9月17日に委員会を開催し、道の駅について集中的に調査しました。

カーボン・オフセットとJ-VERの説明図
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１
．
調
査
期
日

　平
成
27
年
８
月
19
日
か
ら
平

成
27
年
８
月
21
日
（
３
日
間
）

２
．
調
査
先

○
島
根
県

　隠
岐
の
島
町

○
島
根
県

　海
士
町

３
．
調
査
し
た
こ
と

　隠
岐
の
島
町
は
、
廃
校
に
な

っ
た
小
学
校
の
校
舎
を
改
修
し
、

平
成
24
年
７
月
か
ら
起
業
の
た

め
の
「
隠
岐
の
島
も
の
づ
く
り

学
校
」
の
運
営
を
開
始
し
た
。

施
設
の
管
理
運
営
は
、
東
京
都

世
田
谷
区
の
株
式
会
社
も
の
づ

く
り
学
校
へ
無
料
で
指
定
管
理

委
託
し
て
い
る
。

　入
居
者
選
定
の
た
め
に
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、

優
秀
者
に
は
月
額
10
万
円
が
は

じ
め
の
２
年
間
交
付
さ
れ
て
い

る
。

Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
者
に
よ
る
ク
リ
エ

ー
タ
ー
、
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
な
ど
の
起
業
が
あ

り
、
現
在
６
事
業
者
が
入
居
し

て
い
る
。 

　ほ
か
に
も
Ｉ
タ
ー
ン
を
募
集

す
る
た
め
の
隠
岐
の
暮
ら
し
体

験
ツ
ア
ー
、
短
期
滞
在
住
宅
や

定
住
促
進
住
宅
の
整
備
、
高
校

進
学
か
ら
の
定
住
奨
学
資
金
貸

与
制
度
や
Ｕ
タ
ー
ン
助
成
制
度

も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　海
士
町
は
平
成
15
年
12
月
に

単
独
自
立
を
決
定
し
、
生
き
残

り
を
か
け
て
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
を
行
う
一
方
、
第
１
次
産

業
の
振
興
を
強
力
に
推
進
し
て

き
た
。
さ
ざ
え
カ
レ
ー
の
商
品

化
、岩
ガ
キ
の
養
殖
、Ｃ
Ａ
Ｓ
冷

凍
技
術
の
導
入
、
隠
岐
牛
の
ブ

ラ
ン
ド
化
な
ど
産
業
振
興
策
を

進
め
た
結
果
、
平
成
26
年
度
末

に
は
３
２
６
世
帯
４
８
３
人
の

Ｉ
タ
ー
ン
者
が
定
住
し
て
い
る
。

　海
士
町
に
あ
る
隠
岐
島
前
高

校
は
入
学
者
数
が
激
減
し
統
廃

合
の
危
機
が
せ
ま
っ
て
い
た
が
、

島
前
３
町
村
と
高
校
が
連
携
し

て
改
革
に
着
手
し
、
全
国
か
ら

も
生
徒
が
集
ま
る
魅
力
的
な
高

校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　学
校
連
携
型
の
公
営
塾
「
隠

岐
国
学
習
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設

し
、
地
域
格
差
や
経
済
格
差
が

つ
く
る
教
育
格
差
の
解
消
を
め

ざ
す
と
と
も
に
、高
校
で
は｢

地

域
創
造
コ
ー
ス
」
と
「
特
別
進

学
コ
ー
ス
」
を
開
始
し
た
。
ま

た
全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
に
向

け
て
寮
費
食
費
の
補
助
な
ど
島

留
学
制
度
も
新
設
し
た
。
そ
の

結
果
現
在
で
は
生
徒
数
１
６
０

名
の
う
ち
半
数
が
島
外
か
ら
の

留
学
生
で
あ
る
。

４
．
町
政
に
生
か
す

　定
住
対
策
は
仕
事
づ
く
り
と

も
い
わ
れ
る
が
、
単
に
仕
事
が

あ
る
か
ら
そ
こ
に
住
む
と
い
う

わ
け
で
も
な
く
、
地
方
で
あ
っ

て
も
人
材
不
足
に
悩
む
現
状
が

あ
る
。

　住
宅
整
備
や
子
育
て
支
援
、

奨
学
金
貸
与
、
定
住
奨
励
金
な

ど
、
ど
こ
の
自
治
体
で
も
同
じ

よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
海
士

町
の
定
住
対
策
が
効
果
を
あ
げ

て
い
る
理
由
は
、
「
信
頼
で
き

た
か
ら
」｢

宝
物
が
あ
る
か
ら｣

「
職
員
の
対
応
が
良
か
っ
た
」

な
ど
が
言
わ
れ
て
い
る
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

多
数
の
若
者
が
移
住
し
て
い
る

の
で
、
常
に
入
れ
替
わ
り
も
あ

り
真
の
定
住
に
ど
う
結
び
付
け

る
か
が
課
題
で
あ
る
。

　海
士
町
は
離
島
と
い
う
条
件

を
最
大
限
に
利
用
し
て
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
日
南
町
が
お
か

れ
た
環
境
や
条
件
と
は
異
な
っ

て
い
る
が
、
役
場
職
員
の
現
場

主
義
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、

信
頼
や
宝
物
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
は
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　ま
た
、
島
前
高
校
の
魅
力
化

の
成
功
は
、
一
つ
に
は
地
域
が

求
め
る
人
材
の
養
成
を
目
指
し

た
こ
と
に
あ
り
、
も
う
一
つ
に

は
少
人
数
指
導
で
難
関
大
学
へ

の
進
学
も
可
能
に
し
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
で
、
生
徒
や

保
護
者
、
地
域
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

　そ
の
上
に
全
国
か
ら
の
入
学

生
を
迎
え
る
こ
と
で
、
小
規
模

校
の
課
題
が
克
服
さ
れ
刺
激
と

切
磋
琢
磨
が
生
み
出
さ
れ
、
さ

ら
に
魅
力
を
増
す
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
と
考
え
る
。

島
前
高
校
の
卒
業
生
が
海
士
町

に
帰
っ
て
き
て
地
域
を
担
う
と

い
う
、
人
の
循
環
が
で
き
て
い

く
の
か
ど
う
か
が
こ
れ
か
ら
の

課
題
で
あ
る
。

　日
野
高
校
に
つ
い
て
も
生
徒

や
保
護
者
、
地
域
が
何
を
求
め

て
い
る
の
か
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
郡
内
の
少
子
化

が
す
す
む
中
に
あ
っ
て
、
日
南

町
の
子
ど
も
た
ち
の
高
校
教
育

の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
検
討
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え

る
。

行
政
調
査
報
告

行
政
調
査
報
告

行
政
調
査
報
告

議
員
全
員
で
構
成
す
る
行
政
調
査
特
別
委
員
会（
委
員
長
：
惠
比
奈
礼
子
）は
、

高
等
学
校
の
魅
力
化
及
び
移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

隠岐の島町

海士町海士町
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　（
７
月
20
日
以
降
）

■
７
月
23
日

　鳥
取
県
三
朝
町
議
会

　空
き
校
舎
の
再
利
用
、
石
見

　東
太
陽
光
発
電
所
見
学

■
７
月
28
日

　佐
賀
県
三
養
基
郡
議
長
会

　議
会
改
革
の
推
進
（
タ
ブ
レ

　ッ
ト
に
よ
る
会
議
運
営
、
議

　会
関
係
条
例
）

■
８
月
５
日

　兵
庫
県
篠
山
市
議
会

　議
会
改
革
の
推
進
（
タ
ブ
レ

　ッ
ト
に
よ
る
会
議
運
営
、
Ｈ

　Ｐ
等
に
よ
る
情
報
発
信
）

■
８
月
７
日

　福
岡
県
筑
前
町
議
会

　自
治
組
織
に
つ
い
て
、
農
林

　業
研
修
生
制
度

■
８
月
18
日

　熊
本
県
御
船
町
議
会

　ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
地
方

　創
生

■
10
月
15
日

　福
岡
県
遠
賀
郡
町
議
会
議
長
会

　議
会
改
革
の
推
進
（
タ
ブ
レ

　ッ
ト
に
よ
る
会
議
運
営
）

■
10
月
21
日

　高
知
県
大
豊
町
議
会

　市
町
村
有
償
運
送
、
過
疎
地

　有
償
運
送

｢ゆきんこ村｣の指定管理者が決まる｢ゆきんこ村｣の指定管理者が決まる｢ゆきんこ村｣の指定管理者が決まる

第5回臨時会
8月5日8月5日

第5回臨時会

一時休業状態になっていた阿毘縁のゆき

んこ村（かやぶきの家除く）の指定管理

者が、株式会社創環(代表取締役 北村道

明　鳥取県西伯郡南部町寺内604-1)に決

まりました。

■指定期間は、平成27年8月7日から平成

30年3月31日まで。

■管理委託料は、今年度は年額580万円

に引き上げられています。

　参議院選挙制度改革において「10増10減」とし、鳥取県と島根県、高知県と徳島県を合区す
る改正公職選挙法が成立した。この改正は１票の格差を是正するためのものであるが、突き詰め
れば、衆議院、参議院ともに全国を一つの比例区とした選挙制度に収れんされ、衆参二院制の維
持についても疑問が生ずるものである。
　現在、各県独自の課題が多く存在し、人口減少等でその解決が一層困難になっている。このよ
うな状況において都道府県単位の選挙区制度は、地域の特性等を活かした政策が実施される上で
一層重要なものになっている。しかし、この選挙法改正は「１票の格差」を機械的に人口だけで
判断したものであり、各選挙区の面積、その地域特性が全く勘案されていない。人口密集地が優
先され、人口過疎地の意見はより国政に反映されにくくなり、結果として、人口過疎が政治過疎
につながりかねない。合区が検討されている４県は人口過疎県であり、すでに少数意見が切り捨
てられようとしている。
　国は「地方創生」において東京一極集中を排除し、多極分散型の社会を創生しようとしている
が、合区はこれとは全く逆の効果を生み出し、地方切り捨てにつながるとしか考えられない。こ
のことから日南町議会は、このたびの合区案に強く抗議するとともに、最低１県に１議員を確保
するよう強く要望する。

臨時会で参議院選挙制度における合区に反対する

緊急の意見書を発議し、関係機関に提出しました

平
成
27
年
度

　行
政
視
察
受
入
状
況
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日
南
町
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　以
前
米
子
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
母
親
の
体
調
が
悪
く
な
り

故
郷
の
九
州
に
帰
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
達
は
米
子
で
育

っ
た
の
で
、
鳥
取
に
帰
り
た
い
、
鳥
取
の
学
校
に
通
い
た
い
と
言

う
思
い
が
強
く
、
知
り
合
い
の
紹
介
で
、
二
人
の
子
ど
も
と
一
緒

に
３
人
で
田
舎
を
求
め
て
日
南
町
に
来
ま
し
た
。

日
南
町
の
ど
こ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
か
。

　子
ど
も
達
は
小
さ
い
時
か
ら
自
然
が
大
好
き
で
、
自
然
環
境
の

良
さ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
九
州
は
雪
が
積
も
ら
ず
雪

遊
び
が
出
来
な
い
の
が
寂
し
く
、
雪
を
見
た
く
て
来
ま
し
た
。

日
南
町
に
住
ん
で
見
た
感
想
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　引
っ
越
し
を
し
て
、
ま
だ
日
は
浅
い
で
す
が
、
子
ど
も
の
学
校

行
事
の
運
動
会
で
初
め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
に
知
り
合
い
、
声
を

掛
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
大
山
登
山
が
あ
っ
た
時
も
道
が
分
か
ら

な
い
だ
ろ
う
と
言
う
事
で
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
親
切
に
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　日
南
町
の
方
は
、
受
け
入
れ
て
く
れ
易
い
地
域
と
聞
い
て
お
り
、

本
当
に
そ
う
だ
と
感
じ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
さ
ん
の
人
手
不
足
の
解
決
策
が
あ
れ
ば
ひ
と
こ
と
。

　看
護
師
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た
方
が
、
主
婦
か
ら
復
帰
さ
れ
る
際
、

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
と
、
大
丈
夫
か
な
と
不
安
が
あ
り
ま
す
の
で
、

看
護
の
研
修
の
場
や
体
験
の
場
が
あ
れ
ば
、
復
帰
出
来
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

日
南
町
に
来
ら
れ
て
、
困
っ
て
い
る
事
は
あ
り
ま
す
か
。

　引
っ
越
し
を
し
て
、
日
が
浅
い
の
で
、
ま
だ
、
知
り
合
い
も
少

な
く
、
手
探
り
状
態
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
雪
が
す
ご
く
多
い
と
聞

い
て
い
ま
す
の
で
、
冬
を
乗
り
切
る
事
が
出
来
る
か
、
多
少
不
安

　９
月
定
例
議
会
は
、
前
年
度
の
決

算
審
査
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
頃
町
は
、
Ｐ
（
計
画
）
Ｄ
（
実

施
）
Ｃ
（
検
証
）
Ａ
（
対
策
）
を
よ

く
引
用
し
て
い
ま
す
。

　決
算
審
査
は
、
こ
の
Ｃ
に
当
た
り
、

議
会
と
し
て
町
行
政
の
計
画
と
実
施

を
検
証
し
ま
す
。

　

　私
も
数
点
の
質
問
や
課
題
を
提
起

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
を
機
に
、
さ
ら
な
る
研
鑽
に

励
み
、
町
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
行

く
所
存
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
西

　記

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　委

員

長

　久
代

　安
敏

　
　
　副
委
員
長

　足
羽

　
　覚

　
　
　委

　
　員

　大
西

　
　保

　
　
　
　
　〃

　　
　近
藤

　仁
志

　
　
　
　
　〃

　　
　福
田

　
　稔

※

議
会
だ
よ
り
第
１
４
０
号
（
３
ペ

ー
ジ
）
の
財
産
の
取
得
額
は
１
２
８

０
万
円
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

編

集

後

記

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.tottori.jp

鹿児島

日南

が
あ
り
ま
す
。

　買
い
物
を
す
る
お
店
が
少
な
い
の
で
米
子
に
買
い
に
出
た
り
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
を
ど
の
よ
う
に
育
て
た
い
で
す
か
。

　中
学
１
年
と
３
年
の
子
ど
も
が
い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
友
達

が
出
来
て
、
の
び
の
び
と
色
々
な
体
験
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
子
ど
も
達
が
安
心
で
き
る
場
所
を
創
り
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。

日
南
町
に
対
し
何
か
提
言
が
あ
り
ま
し
た
ら
。

　日
南
町
に
道
の
駅
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
来
年
出

来
る
と
聞
き
ま
し
た
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる

　山
西

　洋
子
さ
ん

(

生
山)

田
舎
で
暮
ら
し
た
か
っ
た


